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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月3日(2014.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記サンドブラスト工程では、前記第１面に耐蝕膜が形成された状態で、前記第１面側
から研磨材を吹き付ける請求項１に記載の圧電デバイスの製造方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　リッド部とベース部とで形成されるキャビティ内に配置された圧電振動片を有する圧電
デバイスであって、
　前記ベース部は、一対の外部電極が形成される第１面とその第１面の反対側の第２面と
、前記第２面に前記第１面と第２面とを結ぶ側面を介して前記外部電極と接続する一対の
接続電極と、を備え、
　前記第１面と前記第２面とを結ぶ側面の断面は、前記第１面から中央までの第１領域と
前記第２面から前記中央への第２領域と前記中央で前記第１領域及び第２領域から外側に
突き出ている突出領域とからなる圧電デバイス。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２７】
　また、第１実施形態では水晶振動片１０がベース部１２の第２端面Ｍ２に載置されてい
るが、ベース凹部１２１の内部に収納されてもよい。このとき、接続電極がベースキャス
タレーション１２２ａ、１２２ｂから第２端面Ｍ２を介してベース凹部１２１の底面まで
伸びて形成される必要がある。また、この場合にリッド部はリッド凹部が形成されていな
い平板状となってもよい。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　このような構成によれば、ベース部１２に外部電極１２５ａ、１２５ｂ及び接続電極１
２４ａ’、１２４ｂ’を形成する際にベース部１２に対するクロムの密着性を向上するこ
とができる。さらに、リッド部１１とベース部１２’とが低融点ガラスＬＧにより接合さ
れる際に低融点ガラスＬＧとベース部１２’との密着力を向上することができる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】
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